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1.原発新増設推進への路線転換の背景
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GX会議での岸田首相発言

• 背景には、EUタクソノミー、韓国の政権交代、戦争、
ドイツの状況、電力需給バランス問題、3年間国政選
挙なしなど。米インフラ抑制法成立もあるかも

• 短期の話と中長期の話が混合

• 曖昧な「次世代革新炉」→革新軽水炉？小型モ
ジュール炉？

• 官邸と永田町・霞ヶ関の原発推進派の判断だろうけ
ど、まあ、火事場泥棒的

• （本気かどうかは別にして）関連予算確保や業界維
持などには重要
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2.世界の全体的状況
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原発の稼働に関する現状

• 2020年に世界で追加された原発設備容量は

552.1万kW（電力系統に追加された蓄電池の

549.1万kWをわずかに上回っただけ）

• 原子炉の平均寿命は29年

• 2020年の原子力発電の純増設分は35万

6,000kW。一方、同年に世界では自然エネル

ギーが2億7,830万kW（水力発電を除くと2億

5,700万kW。これは原子力発電の782倍）
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原発新設発電コストと太陽光や風力
の新設発電コストとの価格差

• 米投資会社Lazard：3～8倍（Lazard2020）

• Bloomberg（世界の24,000以上のプロジェクト

の実際のコストを追跡調査）：5〜13倍

（BNEF2020）

• 米エネルギー情報局：2倍（EIA2022）
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米国の先進型軽水炉新設・補助金なしの場合



8出典：Lazard (2021）など米国のエネルギー関連投資会社Lazardの各年版データ

発電エネルギー技術のコスト比較（米国）

原発や石炭火力は高いというのが
世界の常識になりつつある
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9出典：EIA（2022）

2022年発電エネルギー技術のコスト比較（米国）

米政府機関の米エネルギー情報局
（EIA）も毎年そのような数値を公表



10出典：EIA（2011）

2010年発電エネルギー技術のコスト比較（米国）

米エネルギー情報局は2010年時点で
風力の方が原子力より安いとしている



原発は運転コストも高い

• 2020年の米国の原発の運転コストは平均30.4ドル

/MWh （NEI 2020）で、太陽光、風力、エネルギー

効率化の資本と運用コストの合計よりも大きい

• 日本でも「建設費を除いた稼働コストは政府想定より

も高い」という試算あり（大島 2021；諏訪・歌川

2021）

• ちなみに、2018年、米連邦エネルギー規制委員会

（トランプ前大統領が委員4人を任命）は、エネル

ギー長官が求めた石炭と原発への補助金を5対0で却下
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3. EUタクソノミー

12



EUタクソノミーに関する誤解

• ルクセンブルグ政府、オーストリア政府、各国の反原
発派はまだ諦めていない（欧州司法裁判所に提訴予
定）

• 原発は再エネが100％近くなるまでの“Transitional 

technology（移行技術）”という位置付け

• 安全対策、性能、期限などで厳しい条件がついている

• 原発推進国のフランス、フィンランド、スウェーデ
ン、オランダは見事に地震がない。なので、地震国で
ある日本にとって参考にならない
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4. IRENA（国際自然エネルギー機関）、

IEA（国際エネルギー機関）、IPCC

（気候変動に関する政府間パネル）の

最近の議論
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IRENA：グリーンリカバリーで雇用は
全体的には拡大

15出典：IRENA（2020）
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IEA：再エネ・省エネは安くて速くて
雇用創出大きい

出典：IEA（2020）
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•世界全体で2026年までの今後５年間で

追加される電源の95％は再エネで半分は

太陽光（IEA 2021）

•中国・インドでの再エネ導入量拡大

•ベトナムでは2021年の1年間で10万件

の屋根上太陽光パネル（10GW）導入
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IEA：「太陽光発電が新たなキング」
（ 2020年10月ビロル事務局長）
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IPCC：太陽光と風力が圧倒的に安価
で温室効果ガス排出削減ポテンシャル
も大きい

出典：IPCC(2022)

2030年排出削減対策の削減費用別の削減ポテンシャル
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IEA：最近、原発推進のレポートも出し
たものの、そこでは正直に課題も列挙

原発建設コスト上方修正と工期延長問題

出典：IEA（2022）
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IEA：原発が増えるという「予定」が
あるのは基本的に中国と新興国

出典：IEA（2022）

→しかし、実際には「私たちの原発を購入できる国は電気を必要としないし、

電気を必要とする国は原発を購入する経済的な余裕はないだろう」

（1991年のシーメンスCEOの発言。Hibbs(2016)）。

IEAネットゼロシナリオでの原発導入量と地域



5. 統合コスト問題および具体的な
電力需給対策オプション
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• 日本の地球産業技術総合研究機構（RITE）やエネ研の計算だ

と再エネが増えると系統につなげるための統合コストは高くな

る（経産省 2021；RITE システム研究グループ 2021）

• しかし、世界的には、「再エネの統合コストはそれほど高くな

い」という研究結果は多い（Wiser et al. 2021; American 

Clean Power 2014; USDOE 2011; UK Energy 

Research Centre 2017; Mazengarb 2021; Victoria et 

al. 2021; Heptonstall et al. 2021）

• 曇天・無風期間や需要が極端に大きい年間数十時間にどう対応

するか、再エネ・省エネ・蓄電池などのコストや導入ポテン

シャルをどう想定するか、などの問題
22

系統への統合コスト問題



1. 電力融通

2. ネガワット（省エネ）

3. フレキシワット（需要する時間をシフト）

4. より正確な需給予測

5. 再エネの種類と場所の多様化による補完性

6. 太陽光および風力以外の再エネと産業用コジェネ利用

7. 建物の畜熱や畜冷気

8. ビハインドザメーター蓄電池

9. 揚水発電

10.Power-to-X（水素、アンモニアなど）

11.系統用蓄電池
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具体的な電力需給対策のオプション

出典：未来のためのエネルギー転換研究グループ
（2020）；Lovins（2021）



6. 米国インフレ抑制法
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原発補助金は今後10年間の間に廃炉しないでもらう
ためで、実際に追加される電源の大部分が再エネ
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インフレ抑制法のもとでの電力供給予測

出典：Jenkins et al. （2022）



7. ドイツ、フランス、イギリス事情
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• 脱原発政策は基本的に変わらず

• 「これから原発を一基作るには、120〜180億

ユーロ＝1.6〜2.5兆円）のお金がかかって、かつ

15年くらいかかる」（ショルツ首相）

• 「年末にフェーズアウトを計画している最後の3

つの原発が代替しているのはガス需要の2％だ

け」（ハベック経産・気候変動大臣）

• ドイツでは、再エネ発電割合と信頼性（SAIDI）

の両方が上昇
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ドイツ



• ここ数ヶ月で、フランスの56基の原発の半分が点検
や冷却水の温度上昇が原因で停止

• そのためにドイツがフランスに電力を輸出

• フランスもイギリスも米国も、基本的には原発関連産
業や軍需産業保護のために原発推進（とある程度は断
言してもよい事実関係あり）

• 小型モジュール炉（SMR）技術は、原子力潜水艦
タービンエンジンに活用可能（ゆえに、 SMRも原潜
エンジンも作っている英ロールスロイス社は原発維持
すべきと公けに主張。AUKUSをめぐる豪米英とフラ
ンの対立も同根。明日香 2021やKobayashi 2021
などを参照のこと）
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フランス、イギリス



8. 小型モジュール炉（SMR）
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• 唯一2030年に稼働予定（JBICも出資）

• しかし、2027年稼働予定から工期3年延期、費用
も42億米ドルから61億米ドルに増加

• 基本的に政府補助金頼み

• 95％の稼働率が前提でコスト計算（58米ドル
/MWhと主張。Schlissel and Wamsted 2022） 。
それにもかかわらず、この技術は稼働率を下げて需
要に追従する柔軟性があると主張→矛盾

• 発電量あたりの廃棄物は大型炉よりも2〜30倍大き
いという研究結果もあり（Lindsay et al. 2022）
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米NuScale社のSMR



「（前略）田中俊一前原子力規制委員会委員長は、出

力10万キロワット級の小型モジュール炉であって

も、求められる安全性は従来の大型原発と同じだと指

摘。経済性が成り立たないことは、中小型炉が長年実

用化に至っていないことからも明らかで、「電力会社

は全く見向きもしないと思う」と述べた（後略）」
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SMRと大型炉に対する日本の代表的
専門家の意見

出典：ブルーンバーグニュース2022年6月10日
https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2022-06-10/RD4T7ZDWRGG001

一方、田中伸夫元国際エネルギー機関（IEA）事務

局長は「大型原子炉は再エネに対して競争力持たな

い」と発言（朝日新聞2018年7月24日）



9. まとめ
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• 温暖化対策も需給対策も原発以外の（より良い）

オプションがたくさんある

• 原発は、基本的に補助金だのみ。その間に再エ

ネ・省エネ・蓄電池のコスト低下はつづく

• 再エネの統合コストは高くない

• SMRも、コスト、スピード（工期）、廃棄物、

核拡散に関して大型炉と同じ問題を持つ（少なく

ともコストに関してはより大きい！）
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SMRも含めて原発を選択する合理性は
乏しい



• 原発に投資すると、同じお金を再エネに投資した
場合に比べてCO2排出削減量は1/2〜1/12で、
かつ、その排出削減は10数年後に実現（Lovins

2022）

• すなわち、コストとスピードで同等であった場合
のみ、原発と再エネ・省エネは信頼性、レジリエ
ンス、安定性、安全性などの他の属性にもとづい

て選択できる。

• しかし、そもそもコストとスピードが同等でない
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お金の無駄かつ温暖化対策を遅らせる



結局、原発利用・推進の理由は、

誤解・無知あるいは経済合理性や

温暖化対策を越えたところにある
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悲しい（？）結論
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おまけ（その1）

2030年CO2排
出削減割合
（2005年比）

2030年ゼ
ロエミッ
ション電力
割合

投資額（2030年ま
での10年間）

年間エネルギーコス
ト削減額（全体）

年間エネル
ギーコスト
削減額
（家庭）

GDP増
加割合

雇用創出数 大気汚染早期
死亡回避数

温暖化被害回避費
用（便益）

Energy 
innovation
(2022)

-37〜-43% 72〜85%
（原発は約
20%）

・公的資金：3690
億ドル（2023〜
2033年の10年間）
・投資（Capex）
1800億ドル/年

790〜850億ドル 79〜80ド
ル

0.65〜
0.77％

120〜130
万人（2030
年）

2900〜
4500人
（2030年）

2113〜3351億
ドル（2023〜
2030年）

Princeton 
Univ. 
(Jenkins et 
al. 2022)

-42% 4.1兆ドル（エネル
ギー供給のみ；
2023〜2033年の
10年間）

500億ドル（原油価
格、ガス価格をそれ
ぞれ5%、10〜20%
押し下げ）

数百ドル 170万人
（エネルギー
供給のみ：
2030年）

35000人
（2023〜
2033年の10
年間）

Rhodium 
Group 
(Larsen et 
al. 2022)

-32〜-42% 60〜81%
（原発は約
20%）

27〜112
ドル

OMB(202
2)

-40% 7451億〜1.917
兆ドル
（2023〜2050
年）

レポート
2030

-61%
（2013年比）

44%（原
発は0%）

供給：51.3兆円
需要：150.7兆円
公的資金：51兆円
民間資金：151兆円

35.8兆円 約3.5% 254万人
（年間）

2920人
（2021〜
2030年の10
年間）

４つの米インフレ抑制法分析ペーパーと『レポート2030』との比較
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おまけ（その2）

フレキシワット（需要する時間のシフト）の実例
（エコキュートの昼間稼働）

日経2022年9月1日
経済教室・私見卓見欄
エネルギー管理士浜壱憲
さんの投稿
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